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本研究の目的は理学療法および作業療法分野の学生を対象に臨床実習前に手指衛生に関する教育的介入を行い、その効果を評価することである。対象は研究同意の得られた医療系A大学1年次学生理学療法学科7名、 作業療法学科14名であった。 教育的介入前と臨床実習後に手指衛生の結果を細菌検査等で確認し、 手指衛生に関する知識等について質問紙調査を行った。 教育的介入では手指衛生の実施方法等に関する講義を行い、 手指衛生結果に基づく個別指導を実施した。細菌検査では介入前及び実習後いずれの場合も、 手洗い前に比べて手洗い後のコロニー 数が有意に減少
した。手指衛生の知識では、介入前より実習後で点数が有意に上昇した。手指消毒について「必要である」との回答は介入前に比べ実習後に増加がみられ、手指衛生の必要性を認識したきっかけでは 「実習前に手指衛生に関する指導を受けたから」 との回答が約7割であった。 以上から、 今回実施した教育的介入は理学療法および作業療法分野の学生の手指衛生に対する認識や知識、 実習での行動の改善に効果をもたらすことが示唆された。 
キー ワー ド: 手指衛生、理学療法・ 作業療法分野学生、教育的介入
Effects of Educational Intervention about Hand Hygiene 
for Students of physical and occupational therapy
Erika SHUD01), Masami HORIGUCHl1), Kumiko SAT01), Madoka NAKAMURA1), W akana SAI2),Naoki KOZUKA3). Mariko NAKAMURA4). Terumi OHINATA1) 
1) Department of Nursing, School of Health Sciences, Sapporo Medical University2) Division of Nursing, Sapporo Medical University Hospital3) Department of Physical Therapy, School of Health Sciences, Sapporo Medical University4) Department of Occupational Therapy, School of Health Sciences, Sapporo Medical University 
This study was undertaken to evaluate the effects of educational intervention about hand hygiene. Participants were seven first year students of physical therapy and 14 first year students of occupa- tional therapy from a medical university in Japan, al of whom consented to participation in the study.Educational intervention was given prior to clinical training in the form of a lecture on effective washing and individualized instruction based on the results of a pre-intervention bacterial test. To determine the effects of intervention, another bacterial test was carried out after clinical training, and a questionnaire survey was undertaken before intervention and after clinical training asking the subjects about their knowledge and views on hand hygiene.The number of colonies counted on washed hands was significantly lower than the pre-washing level both before intervention and after clinical training. The score of questions about hand hygiene was significantly higher after clinical training. More subjects acknowledged the need of hand sterilization after clinical training, with 70% citing "instruction on hand hygiene before clinical training" as a driver to realize the importance of hand hygiene. These data suggest that an educational intervention would be particularly effective in improving the awareness, knowledge and behavior about hand hy- giene in students of physical and occupational therapy. 
Key words: Hand hygiene, students of physical and occupational therapy, educational intervention 
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- 定の時間をかけて治療を実施する理学療法士 ( 以下、







































手指衛生: 米国疾病予防管理センター (Centers for 
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理学療法および作業療法分野の学生を対象とした手指衛生の教育的介入の効果
図1 研究のフローチャー ト
























(1) 手指衛生の実施および簡易細菌検査 ( 1 回目)
(図2 : 手指衛生の実施および簡易細菌検査の手順) 
① 普段行っている手洗いを実施してもらい、その前
後で簡易細菌検査を行った。
② 手指消毒チェッカー ロー ション®(SARAYA) を用
い手指消毒の実施を想定して手指にすり込んでもらっ
た。その後、スタンド型手洗いチェッカー BLB®





















(4) 手指衛生の実施および簡易細菌検査 ( 2 回目)
1年次の臨床実習終了後3週間以内に実施した。 実施
方法は、上記(1) 手指衛生の実施および簡易細菌検査







紙1 : 手指衛生に関する知識( 1 回目)、質問紙2 :
手指衛生に関する考えの調査( 1 回目) を実施した。




1 : 手指衛生に関する知識( 2 回目)、質問紙2 : 手







手洗いの前後、計4 回実施した。 なお、手洗い後とはべ一 
パー タオルで水分を拭き取った後のことである。 細菌検





(1) 質問紙1 : 手指衛生に関する知識
手指衛生全般、 手洗いおよび手指消毒に関する計20
項目 について正誤を尋ねた。





(3) 質問紙3 : 手指衛生の結果を提示されたときの感想
について自由記載で求めた。






(5) 質問紙5 : 実習中の手指衛生の実施状況
手指衛生の準備1 項目、手洗い7 項目、手指消毒4
項目について、4 択 (いっもできなかった、時々 でき











する考え」 では5 件法の回答の 「全く思わない ( 1 点) 
~とても思う (5点)」とした平均値と中央値を、「実習
中の手指衛生の実施状況」 では4 件法の回答の 「いっも
できなかった(1点) ~いっもできた(4点)」とした
平均値を算出した。


















本研究の対象はA大学のOT学生1 4名、 PT学生7名、 計2 1 




0.5 (中央値2.3) 1ogCFUであった。実習後は、 「手洗い前」




2. 手指衛生結果の提示に対する感想 (表1 )
細菌検査の培養結果および手指消毒の結果を提示された
時の感想に関する記述項目数は38件であった。 記述内容か
ら5つのカテゴリー と1 1 のサブカテゴリーが抽出された。 
以下、『 』はカテゴリー、〔 〕はサブカテゴリー として
示す。 最も記述件数が多かったカテゴリーは 『手指の汚染
状況に関する衝撃』11件であり、手指衛生の結果の提示に
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表1 手指衛生結果の提示に対する感想
カテゴリー サブカテゴリー 具体的な記載例 (一部抜粋) 
手指の汚染状況に関する 
衝撃 
予想以上の手指の汚さの実感 思っていた以上に手の環境は汚かった 純粋に汚いと思った 





















正しい手指衛生を行う こ とで手に付着している大半の菌を 
除去することを明確に知ることができた 






























は介入前14.0±8.7 (中央値12.0) 秒、実習後49.0±17.3 
(中央値50.0) 秒、「流水でのすすぎ時間」は介入前11.3±
6.2 (中央値9.0) 秒、実習後19.5±6.3 (中央値18.0) 秒、
「ペー パー タオルでの拭き取り時間」 は介入前9.8 ±3.5 
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表2 手指衛生に関する考え n=21 
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0 0 0 0 0 0 0 




















*p<0. 05, ** p<0. 01, n. s. :not significant
注) 5件法: 「全く思わない」 1 点, 「あまり思わない」 2点, 「どちらでもない」 3 点, 「やや思う」 4点, 「とても思う」 5 点で回答
5. 手指衛生に関する考え (表2 )
手指衛生に関する考えを5 件法で聞いた平均値では、 手




前3.0±1.2 (中央値3.0)、実習後2.5±1.0 (中央値2.0) で









2.1±1.0 (中央値2.0)、実習後1.7±0.7 (中央値2.0) であ
り実習後に減少がみられた (p<0.05) 。 
6. 実習中の手指衛生の実施状況
実習中の手指衛生の実施状況では、 「手洗い時には手掌・ 
手背・ 指間・ 指先・ 拇指・ 手首を洗った」、「手指の水分を
しっかり拭き取った」 の項目で、全員の学生が 「いっもで
きた」 「ほぼできた」 のいずれかに回答しており、4 件法
の平均値では前者が3.6 ±0.5 、 後者が3.7 ±0.5 であった。 
また、 実習期間中に手指消毒を実施する機会が無かったと
回答した学生が3 名いた。 






























項 目 とても あまり まったく、 ややそうだ そつだ そつでない そつでない
実習前に手指衛生に関する指導を受 16 ( 76.2 ) 5 ( 23.8 ) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0けたから
教員からの指導を受けたから 12 ( 57.1 ) 8 ( 38.1 ) 0 ( 0.0 ) 1 ( 4.8 
病院も しく は施設の感染予防対策を 11 ( 52.4 ) 4 ( 19.0 ) 6 ( 28.6 ) 0 ( 0.0知つたから
理学療法士 ・ 作業療法士の手指衛生 9 ( 42.9 ) 7 ( 33.3 ) 4 ( 19.0 ) 1 ( 4.8の行動をみたから
院内感染もしく は施設内での感染の 8 ( 38.1 ) 8 ( 38.1 ) 3 ( 14.3 ) 2 ( 9.5実態を聞いたから
患者が易感染状態であった、 もしく、 6 ( 28.6 ) 5 ( 23.8 ) 5 ( 23.8 ) 5 ( 23.8 は感染症に罹患していたから
理学療法士 ・ 作業療法士からの指導 5 ( 23.8 ) 4 ( 19.0 ) 10 ( 47.6 ) 2 ( 9.5を受けたから
教員の手指衛生の行動をみたから 4 ( 19.0 ) 11 ( 52.4 ) 4 ( 19.0 ) 2 ( 9.5 
看護師の手指衛生の行動をみたから 3 ( 14.3 ) 8 ( 38.1 ) 7 ( 33.3 ) 3 ( 14.3 














































































































事業(プロジェクトCD : 1401075) の助成を受けて実施し
た。 
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